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私たちは、おいしさ×健康×低負荷で

人々、社会、環境へ貢献します。

目指すべき未来「Joy for LifeⓇ －食で未来によろこびを－」 

を達成するために。
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196
「おいしさ」を原動力に

年
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熊沢家（のちの熊沢製油産業株式会社）
が尾張一宮で水車式搾油場をつくる

油問屋川田家の事業を引き継ぎ
吉原商店（のちの吉原製油株式会社）が創業

南満州鉄道が大連で
大豆製油の研究開始

熊沢製油産業
株式会社が設立

1942

豊年製油株式会社
（のちの株式会社ホーネンコーポレーション）創立

日華油脂株式会社を 
完全子会社化

2000

吉原製油株式会社
も参加し、持株会社
名をJ-オイルミルズ
に変更

豊年リーバ株式会社を日本
リーバ株式会社から譲受し、
マーガリン事業に参入

2007

粉末油脂事業
に参入

2011

タイに合弁会社J-OIL 
MILLS(THAILAND) 
Co., Ltd.を設立

2014

複合型プレゼン施設
「おいしさデザイン工房Ⓡ」を開所

2018

マレーシアの油脂加工品
会社Premium Fats Sdn 
Bhdを連結子会社化

2019

味の素製油株式会社と熊沢製油産業
株式会社が合併

2001

株式会社ホーネンコーポレーション
と味の素製油株式会社が経営統合
し、株式会社豊年味の素製油を設立

各事業子会社を完全統合し、
株式会社J-オイルミルズ発足

コミュニケーションブランド
を導入

2002

2004
2021

• 油脂のおいしさの研究
• 家庭用市場での高い認知度

• 原料を使い切る取り組み
• 業務用市場での強固な営業基盤

• さまざまな油種の取り扱い
• 油酸化測定を通じた顧客の課題解決

2003

豊年製油株式会社、吉原製
油株式会社の合弁で日本大
豆製油株式会社設立

1966

製油業界をリードしてきた3社が合併

J-オイルミルズは、2002年に設立し、2004年にホーネンコーポレーショ

ン、味の素製油、吉原製油の3社の各事業子会社含め完全統合しました。 

各社の歴史は古く文政の時代まで遡ります。190余年に及ぶ歴史のなか

で、各社が培ったノウハウや強みを融合させ相乗効果を発揮することで、 

商品・サービスを通じて社会にさまざまな価値を提供してきました。国内で培っ

た技術力と経験を活かし、海外へ視野を広げて一歩ずつ前進しています。

味の素製油
株式会社が設立

1999

1922

1826

1907

1855

味の素製油

味の素製油 ホーネンコーポレーション
（豊年製油） 吉原製油

吉原製油

ホーネン
コーポレーション

創造力 挑戦心 探求心
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J-オイルミルズは、植物から生まれる「あぶら」「でんぷん」「たんぱく」の三要素を活かし、

おいしさや人々の健康、社会や環境の負荷抑制という新たな価値を創造しています。

J-オイルミルズが創造するJ-オイルミルズが創造する
「食」の可能性「食」の可能性

COVER 
STORY

　私たちは、素材と当社独自の技術を掛け合
わせる「強みの掛け算」で、身の回りにおける
数多くの食品に「おいしい」を提供しています。
　例えば、当社のスターチは、水も油も吸収・
保持するためハンバーグやから揚げなどのお
かずのジューシー感をアップしたり、できたて
のおいしさを保つことができます。
　さまざまな食シーンにおいて、おいしさをデ
ザインしています。

おいしさ

　 私たちは、三 大 栄 養 素の一つでもある 

「あぶら」はもちろん、ビタミンK2などの健康維

持に欠かせない素材や商品を提供しています。

　健康に良いモノをより多くの皆さまに手軽

に摂取いただけるよう、当社独自の技術や

R&Dを通じて、健康な未来をお届けすべく取

り組んでいます。

健康

　私たちは、大豆・菜種などの自然の恵みを

活かした事業を行っています。将来にわたり、

皆さまに安心・安全な商品を提供していくた

めに、環境・社会・人に配慮しています。

　例えば、当社の独自技術「SUSTECⓇ」（サス

テック）を用いて開発した長持ち油は、サプラ

イチェーン全体におけるCO2排出量やお客様

の作業負担を減らすことができます。

　持続可能な社会の実現に向けて、取り組ん

でいます。

低負荷
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企業理念体系

当社で働く一人ひとりが、企業理念体系で掲げた、私たちの目指すべき未来（ビジョン）、

私たちの使命（ミッション）、私たちの価値/存在意義（バリュー/パーパス）を意識し、

自分事化していくことで、より良い社会の実現に貢献していきます。

数字で知るJ-オイルミルズCOVER 
STORY

2021年度実績

2021年度実績

2021年度末時点

2021年度末時点

2021年度末時点

連結売上高

大豆・菜種など原料年間使用量

国内外の従業員数

連結会社数 生産拠点

2,016億円
（前年度比+22.3%） （うち海外22名）

1,361名

4社 8拠点

165万t

家庭用食用油発売

70年以上 1st
   Place 

2年連続

・ 国内2社
・ 海外2社（タイ1社、マレーシア1社）

・ 国内7拠点
・ 海外1拠点（マレーシア1拠点）

2022年9月時点

AOCS※のオリーブ 
オイル官能評価に 
関する技能評価試験

日本国内の 
業務用食用油 
販売量シェア

2021年度当社推定

会社の特長

事業の特長、強み

約 40%

※アメリカ油化学会（American Oil Chemists' Society)
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